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  There are three important points to consider when we build a hotel . 

       The first is its location; 

       The second is also its location; 

       What is the third, then? 

       It is, of course, its location again. 

  This is the ABC of hotel management. "Location, location , and location" is the bye word 
of all involved in hotel managenent - they may joke about it , and there may be those 
who disgree, but one thing is certain, there is no one in the hotel business who does not 

know this key point. 

 If a hotel is built in a wrong location by the founder, the management efforts of his suc-

cessors will probably be in vain. 

 In this report, the locations of four hotels Formentor, Son Vida, La Residencia , and 
L'Hermitage - on Mallorca Island, which is one of the grand resort islands of the world , 
located in the western Mediterranean, are examined, and the correlations between these 

hotels and their location are reviewed. Considering these characteristics of tourism in the 

Mediterranean area can be of benefit to tourist industry personnel in Japan .
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序章 ホテルと立地

ポイン ト

ホテルを建てる時に重視せねばならぬ 点

が3つ ある。
ロケ　シヨン

その第一 は 立 地 であ る。

その第二 も立地 であ る。

三番 目は何 か?も ち ろん立 地であ る。

上 記 は ホ テ ル経 営 の イ ロハ で あ り,"ロ

ケ ー シ ョン,ロ ケー シ ョン,ロ ケー シ ョン"

は ホテ ル関係者 の合言 葉で あ り冗句で あ り,

賛 否 を問 わず この言葉 を知 らぬホテ ルマ ンは

居 ない。 ロケー ションを誤 ったホテル は後継

者 が如 何 に努力 して もその努力 は往 々に して

徒労 に終 る。

本稿 は地 中海西部 に所 在す る一大観光地 マ

ジ ョルカ島所在 の四つ のホ テル,Formentor,

SonVida,LaResidencia,L'Hermitageの 立 地

を検討 し,ホ テ ル と立地 との関係 を調べ,地 中

海世界 に於 ける観光業 の特性 を瞥 見 し,わ が

国 の観 光産業 人の資 とす るこ とを目的 とす る。

第1章 地中海域の観光産業の概観

とその間題点

地 中海沿岸並びに島嶼はローマの昔から

ヨーロッパ大陸上流階級の保養地,別 荘地で

あ り今で もそ うである。第1次 大 戦以前,
うつ

ヨーロッパの上流階級は寒冷で陰…鬱な北ヨー

ロッパの冬 を避けて地中海,例 えばコー トダ

ズウールに遊んだ。すなわち,昔,地 中海は

上流階級の避寒地であった。第一次大戦後,

仏 レオン ・ブルム人民戦線内閣のバ カンス政
レジヤ　

策に象徴 される余暇の大衆化が起 り,第 二次

大戦後は,夏 に休暇をとる一般大衆が一大南

下を開始するに及び,地 中海沿岸の観光地は

夏 ・冬2回 のハイシーズンを持つ幸運に恵ま

れた。年間に国の人口とほぼ同数の観光客を

受入れているスペインはもとより例外ではな

く,そ の大宗の一つが西地中海の中心に位置

するバ レアレス群島(ス ペイン領)の 主島マ

ジョルカである。
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図1地 中海鳥瞰図,左 側の横並び3島 がバ レァ レス群島,左 よりイビサ,マ ジョルカ,メ ノルカ

(原図LIFE,VOL22,NO2)

第二次大戦後,ス ペインの地中海沿岸の乱
つ と

開発,観 光施設の過密化は夙 に識者の眉をひ

そめさせて来た。マジョルカも例外た り得ず,

同島の主要海浜の後背地はホテル,コ ン ドミ

ニアムの白い建物群に覆われるに至 り,マ ジ

ョルカ観光当局 も事態の重大 さに気付 き,近

年観光客の 「量 より質へ」の転換に腐心 して

いる(庄1)。

良質の観光施設,ホ テル,レ ス トランを持

たぬ観光地 は堕落する。観光地 もまた 若

者と同じく一一絶えざる向上心を持たねばな

らない。観光地の向上の目標は趣味の良い贅

沢である。贅沢を敵視する社会主義的発想の

中に人類の幸福 も未来 もない。

世界の人口が倍増を重ね,地 球の資源 に限

界が見えて来た現在,秀 れた自然環境の中に

上質なホテルを維持することは至難の業であ

り,そ の至難 を克服するためには経営者 と
マ　ケ ノト

市 場一一す なわち客 双方の異常 な努力

と執念 を必要とする。それは水 を高きに導 く

に等 しい努力である。その努力の過半を荷 う

のはもとより経営者であるが,こ れを支える

のは良質な市場の存在である。地中海屈指の

乱開発に悩むマジョルカ島にあって,以 下述

べる如 き良質なホテルが存在 し,し か も良好

な営業成績を収めていることは観光業界 と人

類の将来への希望であると思われる。

第2章 マジ ョル カ島の4つ のホ テル

バ レア レス観光 局(注2)の 資 料 によれ ば,

1993年 現 在 マ ジ ョル カ島 には975軒 の ホテ ル

その他 の宿 泊施設が あ り,そ の うちの52軒 が

政府 の規準 による4つ 星以上の大型高級 ホテ

ルで ある。

一方
,ミ シュランのガイ ドブ ック1995年 版

によれば,同 書が 「特 に秀れた環境,雰 囲気,

個 性 ある施設」 と して推薦 す るホテル(同 書

中 に赤 い文字 で記載)が マジ ョル カ島 に14軒

あ る。 図3は その分布 を示 す。原図は もちろ

ん カラーで ある。 レス トラ ンを含むので14軒

よ り多 く記 載 され て い る。 これ らの"緋 文

(注1)文 教 大 学 国 際学 部 紀 要 第5巻(1995)「 観光

群 島 バ レア レスの 光 と影 」(田 辺)参 照 。

(注2)GovernBalearConsellerladeTu「lsme
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図2マ ジ ョル カ 島 全 図(原 典:EastSpainPilot,IslasBaleares,byRobinBramdon)

字"の ホテル は,大 きさ、豪華 さを基準 に し

てい ない。例 えばオ リエ ン トにあ るホテル ・

エ ル ミター ジュは部屋数24に 過 ぎないが"楽

しい ホ テル"Pleasanthotel並 び に"大 変 に

静かで孤独 を楽 しめる."雰 囲 気 とい う二重 の

マ ークで示 され ている(記 号の解説 は巻 末 附

録2参 照)。 デ イア にある レジデ ン シアは室

数64の 中規模 ホテルであるが,エ ル ミタージ

ュに与 え られ た と同様 の2つ のマ ーク に加 え,

同 ホテルの ダイニ ング,エ ル ・オ リボ に対 し

て"伝 統 的内外装 と贅沢 さ"並 びに"極 め て

良 い食事"の 星一つ を与 え られ,同 ホテ ルー

軒で4つ の"緋 文字"を 獲 得 し,筆 者 の当 ホ

テルでの何 回か の滞在 と世界の他 の施 設 との

比較 に於 て も,ミ シュラ ンの評価 は正 鴻 を得

てい る と思 われ る。上述 の分析 はホテルの評

価 は規模 では ない とい う事 実 を示す 。筆 者 は

マ ジ ョルカ島所 在 の975軒 の ホテ ルの 中か ら

特 記 に値 す る と思 わ れ る4軒,Formentor,

Residencia,SonVida,L'Hermitageを 選 び,

主 と して 「立 地」 の観 点か らこれ らのホテル

の特 徴 を検討 す る。4軒 のホテルの要 目は,

一括 して巻末 附録1に 示す
。

第1節 ホテル ・フ ォルメ ン トール

(HotelFormentor)

長 軸100キ ロ,短 軸75キ ロの 菱形 を してい

るマ ジ ョル カ島 の北端 に フォル メ ン トールの

岬が あ る。海抜200メ ー トル の絶壁 の上 の展

望台か らの眺望 は絶佳,マ ジ ョルカ島屈指 の

観光地点 の一つ である。その岬の南岸 の入江

の松林 の中 にホテル ・フォル メン トールが横

長4階 建 の 白い姿 を見 せて い る(写 真1)。

この ホテルの立地 の特徴 は次の二つ である。

① 僻遠 の地 にある。
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図3マ ジョルカ島所在の"緋 文字"ホ テル並びにレス トラン

(原典MICHELINl995ESPA歯A・PORTUGAL)

マ ジ ョル カ島の数あ る一流 ホテルの中で ,

首 都パ ルマ か らも,パ ルマ に近 い空港 か ら も

最 も遠 隔地 にある大型 ホテル(室 数107)で

あ る。

遠 隔地 とい って も,長 軸100キ ロ の この 島

で は首都 パ ルマか ら当ホ テルまでの道 路距離

は約60キ ロ であ り,自 動車専用道路(馬 車 も

走 っているが)は 途 中 まで なので時間距離 は

2時 間前後 で ある。

ホテル ・フ ォルメ ン トールの立 地の第二 の

特 徴 は,

② 海浜 にあるこ とであ る。

海 浜 に あ る ホテ ル は少 くな い。世界 の リ

ゾー トホテ ルの過半 は海浜 にある。で はあ る

が,海 か らの アプローチが フ ォルメ ン トー ル

ほ ど壮麗 であ る例 は稀 であ る。
ようらん

かつての日本帝国海軍士官の揺籃の地,江

田島の海軍兵学校は海に面する桟橋 を 「正
くだん

門」 とした。卒業生は卒業式の直後,件 の

桟橋 から練 習艦へ と便船で送 られた。ホテ
コ ンセ プ ト

ル ・フ ォル メン トールの考 え方 は江 田島 と同

じであ る。

1929年 の 開業時,こ の土地 には電気 も水 道

も電話 も無 か った。 イ ンフラの整備 はホテル

がすべ て 自前 で行 った。1930年 に至 り自動 車

道路が完成 す るまで は,客 は ロバの背 か,或

は近 隣…の良港 ポ レンサ(こ こ まで しか 自動車

は来 なかった)か ら海路運 ばれねば な らなか

った。事実,ホ テル ・フ ォルメ ン トー ルの最
パブリシティ

初の有料の客(招 待 ではな く),2人 のイ

ギ リス婦人は荒れ模様の海を船で来館 し,出

迎えてまめまめしく世話をするホテルマンに

写真1背 后の山から望 む

ホテル ・フォルメントール
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図4フ ォルメン トール岬とポレンサ湾

(注。スペ インの地 図は往 々に して縮尺 のスケール を欠 く。本図然 り。以下 同 じ。)

ヘ セ タ

何が しかの心付 を与 えた。その ホテルマ ンは

ホテ ルの創始者,ア ルゼ ンチ ンの富豪Adon

Dlehlで あ った。 フ ォルメ ン トー ル岬 は南 側

に広 大 なポ レンサ湾 を抱 き(図4),ホ テ ル

の沖 には小 島が あって ヨッ トの泊地 を抱 き,
オ　クルソヨン

黄 白色 の岩肌の連なる背後の山脈の麓 はマ

ジョルカ島としては異例 に濃い松の緑 に覆わ

れ,そ の緑は海浜に達 して砂浜の上に枝 をさ

しかけ,松 の緑の中に浮き出すホテルの姿の

セ ッティングは完璧であ り,多 くの客が海か

らこのホテルを訪れる。

由来,欧 米,地 中海,カ リブ海では,自 ら

の ヨ ッ ト(庄3)で ホテルの沖 に乗 りつ け,
テノタ　

通船でチ ェ ックインす る"船 乗 り込 み"は 最

高の贅沢 と考 え られ てい る。 ジャ ッキー ・ケ

ネデ ィはこのホ テルに長 期滞在 し,オ ナ シス

も しば しば この ホテルの数室 を押 え,自 らの

所有す る豪華 ヨ ッ トをホテルの沖 に碇 泊 させ,

ジャッキーを地中海巡航に誘った。
"船乗り込み"の 実際

船からの泊 り客又は食事客はホテル前の入

江 に錨 を打ち(ヨ ッ ト用の桟橋 は無い),各
テンタ　

自の通船 を浜に設けられた突堤に着けて上陸

する。一帯の浜はホテルの所有地であって柵

と鉄門があるが普通施錠なされていない。地

中海松の背の高い幹の間の砂地の道は3～4

(注3)ヨ ッ ト と は 帆 又 は エ ン ジ ン で 走 る,遊 び の

た め の,個 人 所 有 の,往 々 に し て 豪 華 な 船 の こ

と で あ っ て,日 本 人 の 考 え る ス ポ ー ッ 用 の 三 角

帆 の 船 で は な い 。

YACHT,anyvesselpropelledbyelthersallor

powerusedforpleasureandnotplylngforhlre.

THEOXFORDCOMPANIONTOSHIPSAND

THESEAOxfordUnlversltyPressandPK

Kemp1976
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間の巾があ り,ゆ るい傾斜で客 を導く。忽ち

左手山側 に広い石段が現れ,石 段を登 るにつ

れてホテルの姿が見 え出す仕掛けである。石

段を登 り切ると花咲き乱れる石畳の広々 とし
ア プ ロ　 チ

たテラスに出る。上記の導入部の演出は見事

であり,こ のホテルが海からの贅沢な客の来

館を頭 に置いて設計 されていることを示す。

テラスに面するのはホテルのロビー階の一階

下すなわちグランドレベルだから,海 か らの

客は一階にあるバーの出入口から建物の中に

入 り,階 段 を登って正面玄関のあるロビー階

に達する。ちなみに,正 面玄関はロビーの山

側にあ り,立 派ではあるが海からのアプロー

チの見事 さとは比較 にならない。ホテル ・フ

ォルメントールの山側の(自 動車のためめ)

玄関はあ くまで も裏口なのであって,江 田島

の海軍兵学校 と同じく,海 からのアプローチ

が 「正門」である。自動車で来館 した客 もま

た,海 で遊 んでの帰 り道に上記の海からのア

プローチと沖に碇泊する大小 ヨットの美 しい

姿の眺めとを満喫することが出来る。

もとよ り,海 からの客は少数であるが,そ
シンボル

れ はひ とつの象徴 であ る。海 か らの上陸 を可

能 にす る設 計,立 地 が同 ホテルの名声 をいや

が上 に も高 か らしめ,同 ホテルの顧 客の長 い

名簿 の うちの少 なか らざる数が 海か らこのホ

テ ルを訪 れ,そ の事 実 は,豪 華 な施 設 と規模,

秀 れ たサー ビス と相 まって,フ ォルメ ン トー

ル岬の眺望 以外 に これ といった観 光資源 のな

い僻 遠 の松 林の 中にあ るこのホテルの66年 に

及ぶ成功 を支 えた もの と思 われる。

同ホテルの50年 史 に記載 された有名人 の顧

客の名簿 の一部 を次 に記す。

エ ド ワー ド ・G・ ロ ビ ン ソ ン,チ ャー

リー ・チ ャ ップ リン,シ ャルル ・ボア イエ,

ダ グラス ・フェアバ ンクス,ベ ルギーの アル

バー ト王子 ・パ メラ王 女,'ア ン ソニイ ・クイ

ン,ギ リシ アの ビク トリア女王,ス ペ イ ンの

フォア ン ・カル ロス王 ・ソフ ィァ王妃,ウ イヒ

ンス トン ・チ ャーチル,モ ナコ王子 ・王女,

プ リ ンス ・オ ブ ・ウェール ズ(英 皇 太子),

ア リス トー トルス ・オナ シス,etc.

balearizarと い う動詞

ホテル ・フォルメ ン トー ルは1979年 に50周

年 を迎 えた。 その記念 誌の 中で テキス トの執

筆者PabloLlullは 書 いてい る。

「tobalearizar(バ レ ア レス群 島化)と い

う動詞 が作 られ ている(観 光地 の乱 開発 を意

味 す る。田辺注)。 私 は この動 詞 に対抗 す る

toformentorizarと い う動 詞 を使 い た い。 幸

い な こ と に"balearization"は フ ォ ル メ ン

トール に及 ばなかった。 も しこのホテルが無

かった ら,こ の半世紀 の問 にフ ォルメ ン トー

ルは どうなって いたであ ろうか,ど ん な土地

投機 が行 なわれ,ど んな別荘群が,ど ん なア

パ ー トの ブロ ックが立 ち並 んだだろ うか」。

観光 は観光 を破壊 する,観 光施設が観 光地

の美 しさを破 壊す る とい う言葉 は不幸 に して

多 くの場合真実 である。わが 日本 に於 て もそ

の例 は枚挙 に暇が ない。一方,世 界 の多 くの

観光 地が観光施設 に よって辛 う じてその 自然

の美 を保 ってい るの もまた,ま ぎれ もない事

実 であ る。 ソシエ テ群 島ボ ラボラ島を一 周す

れば海水 が最 も美 し く維持 され ているの はホ

テル ・ボ ラボラの ビーチであ る。66年 前,ホ

テル ・ホル メン トールの建設当時 の写真 を見

る と,敷 地の周辺 と海浜 とは,ど ち らか とい

えば裸 に近い原野 と岩磯 であ り,緑 は建 物の

背後 か ら始 まっていた。鬱蒼 とした地 中海松

が高 く聳 えて空 を隠 し,枝 を浜 の上 に さ しゐ

べ,そ の下 に快 いひかげ と遊歩道 を作 ってい

る現在 の敷地 の光景 と対 比す る と,こ の半世

紀 の問,大 不況 と大 戦,長 期 の赤字(初 めの

四半 世紀,こ の ホ テ ル は利 益 を生 まな か っ

た)に 耐 えて営 々 と して この地 の 自然 を愛 し

続 け,守 り抜 き,よ り美 しい風致 の造 成 に努

めたホテル経営者 と彼 らを支 えた銀行 家達 の

努力 が風 光 の中に滲むの を感ず る。 自然 の美

しさは 「反対」 と 「お祈 り」 では保 て ない。

何故 ならば①世界 の人口 は激増 し続 け② 土地
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の広 さ と自然の美 しさは有 限であ り③ 人 々の

観 光 に対 する強い欲求 は とどまるところを知

らないか らであ る。

ここで再 び,私 達の思考 は 「立地」 に戻 る。

フ ォルメ ン トールの 自然 と風 光が守 られた

の は,こ の地 を愛す る一握 りのホテル経営者,

銀 行家,そ して客達の力 であ った と して も,
バ ル マ

もしこの土地が大都市又は空港の至近距離に

あったとしたら,そ れで もなお彼 らの自然環

境維持乃至その増進は成功 したであろうか。

100ギ ロ×70キ ロの小島マジ ョルカ(3640平

方キロ,佐 渡ケ島の4倍)と はいえ,そ の島

の北の果てのフォルメン トールであったから

こそ彼 らの努力は成功 したのではないか。上

記①②③の三重苦 をかかえたホテルの経営者

は,今 後益々不便僻遠の地にホテル,リ ゾー

トを建設 し,収 益 をあげねばならなくなるだ

ろう。考えるまでもな く,そ の場合 には経営

のリスクは急上昇する。現にその状況は全世

界 の観光適地 に現 れてい る。

第2節 ホテル ・ソンビダ

(HotelSonVida)

フ ォ ルメ ン トール に対比 されるマ ジ ョル カ

島屈 指の大 ホ テル,ソ ン ・ビダ(室 数158)

の 立 地 に も2つ の特 徴が ある。

① フォルメ ン トール と正反対 に,パ ルマ並

びに空港 に近 い ことであ る。 パルマ か ら10分,

空 港 か らは20分 とか か らない(図5)。 重 ね

て長 軸100キ ロ,短 軸70キ ロ のマ ジ ョルカ島

の観 光地 としての優 位 は島の"狭 さ"に あ る。

「狭 さ」 とは 「何処 へ で も短 時 間で到 達 出来

る こ と」 を意味 する。マ ジ ョル カはその有利

さを十二分 に活用 してい る。島内の主 要観 光

地 が す べ て 日帰 りツ アー圏 内 に入 ってい る

(図6)。 ホ テル もリゾー トも同様 で ある。 よ

り広 域 に考 えた場 合,マ ジ ョル カ自体 が欧州

主要 都市か ら空路2時 間圏 内 にあ り,ヨ ー ロ

ッパ の"狭 さ"が 地中海域 の観光産業 を支 え

図5パ ルマとソンビダ
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図61995年 夏 期マジョルカ島内観光ツアーちらし。すべて日帰 り。

(100ペ セ タ≒80円)

て い る。

面 白い こ とに スペ イ ン語 の ソ ン(son)は
ソン

村 を意味す る。ソンビダとはビダ村である。

ビダ村は村といいじよう,富 裕で贅沢な土

地所有者が広域を押えていたらしく,住 居が

まばらで緑が多い。中でも最高の立地にあっ

た豪邸をホテルに改装 したのがホテル ・ソン

ビダである故,パ ルマを足許に見 る至近距離

にあ りなが ら周囲の風致は閑雅に維持されて

いる。上記 のようなホテル成立の過程が当ホ

テルの第2の 特徴 をもたらしている6

ソン ・ビダの立地の第2の 特徴 は,

②絶佳の眺望である。

ソン ・ビダの立地は海浜でもなければ山頂

で もない。ソン ・ビダは首都パルマの北西6

キロ,マ ジ ョルカ島の中央平原が徐 々に島の

北西の背梁山脈に向って高度 を増す丘陵地帯

にあり,周 囲に密集 した市街地はなく,ホ テ

ル自体はホテルの所有するゴルフ場に囲まれ

ている。スペインの古城乃至城館の雰囲気を
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写真2ホ テル ・ソンビダのテラスから

パルマ湾を望む。

濃 く残 した玄関を入 り,ロ ビー,バ ーを抜け

てホテルの海側のテラスに出た客は,眼 の前

に拡がる緑の茂林 と,そ の彼方のパルマの白

い町なみ と,そ の果てに眼地の限 りに続 くパ

ルマ湾の広大な水面を眺めて息をのむ(写 真

2)。 広々としたテラスには,椅 子,テ ーブ

ルが散らされ,夏 の晩い夕暮時,暮 れなずむ

大空の下に徐々に輝 きだす50万 都市パルマの

街の灯 と,そ の果ての船灯光るパルマ湾を眺

めつつ涼風 と美酒を楽 しむ一刻は,宿 泊客,

来訪者の至福の時である。

古人の土地鑑識眼の確かさ

思 うに,こ の眺望のすばらしさは地図を見

て も,下 から眺めても判らない。現代のホテ

ル業者,開 発業者,建 築家は,常 に古人の立

地選択眼 に敬服させ られる。歴史上の秀れた

建物は秀れた立地を選んでいる。ロアール渓
シヤトへ

谷の城館群,日 本 の名城 の数 々,近 代 で はフ

ラ ンク ・ロ イ ド・ライ トの建物 一一 例 え ば

カーメル ・ビーチの別荘,コ ルブジ ェの

ロ ンシャ ンの教 会等,そ の例 は枚挙 に暇 が な

い。 ソン ビダの眺望 もまた,往 時の権力者 が

その財 力 と権力 と審美眼 を駆使 して選 んだ立

地 の産物 であ る。 ソンビダの内外 装,規 模,

サ ー ビス,食 事 は島内一級で はあるが,も し

ソ ンビダがそ のテ ラスか らの眺望 を欠 くな ら

ば,豪 華 ではあ るが,い ささか退屈 なホ テル

となったであろ う。

第3節 ホテル ・レジデ ンシア

(HotelResidencia)

1994年9月,訪 欧 中の 日本国天皇 皇后両陛

下 はスペ イ ン王ホ ア ン ・カル ロス1世,ソ フ

ィア王妃 に招 かれ てマジ ョル カ島パ ルマ近郊

マ リベ ン ト(Marivent)離 宮 で"地 中海の休

日"(当 時 の 日本 の新 聞の表 現)を 過 され,

一 日
,レ ジデ ンシアに遊 ばれ た。 レジデ ンシ

エ ル オ リボ

ア の レス トラ ン"橄 欖 亭"(ElOlivo)は マ

ジ ョルカ島にた った4軒 しか ない ミシュラン

の星付 の レス トランの一軒 であ る。

ホ テル1/ジ デ ンシアはマジ ョルカ島北西岸

を走 る 脊 陵 山 脈 の 海 側 の 一 寒 村 デ イ ア

(Deya又 はDeia)に あ る。 この ホ テ ル に も

立地 の特徴が二 つあ り,そ の一つ は,

① アプローチの困難 さであ る。

デ イアに達す るため には,他 のマ ジ ョル カ

島北 西岸の町村 がそ うで ある ように,脊 陵山

脈 を越 え ねば な らない(図7)。 デ イ アに達

す る道 は二 つあ り(二 つ しか な く),そ の 一

つ は,シ ョパ ン とジ ョル ジュ ・サ ン ドの愛 の

逃避行 で名高 い観光 地バル デモ ッサ を経 て峠
つ づ ら コ ル ニ ツ シ ユ

を越 え,海 岸 の九十 九折 りの絶壁 の道 を経 由

して デイア に入 るルー トであ り,二 つ 目は,

パ ル マか ら中央平原 を北上 し,日 光 の イロハ
ア ベ セ

坂 に も比 すべ きABC坂(邦 人のつ けた仇 名)

の ヘ ア ピンカー ブを抜 けてマ ジ ョル カ島北西

岸唯一 の海港 ボ ル ト・デ ・ソジエ ール に至 り,
コルニツシユ

再び峠を越え絶壁の上の屈曲の多い崖の道を

経由 して西からデイアに達するルー トである。

パルマーソジエール間には世界最古の営業鉄

道 といわれるシーメンス製の古色蒼然たる電

車が客を運び,ソ ジエールからソジエールの

外港であるボル ト・デ ・ソジエールへは軽便

鉄道が走 り,両 者共観光資源 となっているが,

レジデンシアを目差す贅沢で荷物の多い客は

自動車に頼るしかない。地図上のパルマーデ

イア間の距離は僅か30キ ロ内外であるが,途

中の難路が運転者を悩 ませ,時 間をとらせる。

一74一



一

図7デ イア,オ リエン ト,バ ルデモッサ

コルニ ノノユ

飛ば しても(坂 と崖の道 は飛ばせない)最 低

2時 間は覚悟せねばならず,こ れはマジョル

カの長軸の果てにあるフォルメントールに近

ずき得る時間である。ちなみに,マ ジョルカ

島の道路は自動車専用道路 と否 とに拘 らずよ
コルニ ソノユ

く舗装 され,崖 の道,ヘ アピ ンカーブ以外で

は車 は80～100キ ロで走 ってい る。

これだけの困難 なア プローチに抗 してホ テ

ル ・レジデ ンシア並 び に寒村 デイアが観光客,

滞 在客 を集 め るには,不 便 な立地 に抗 す る何

らか の魅力 が なければ な らない。

デ イア に魅 せ られ た人達

この地 の魅力 を最 初 に発見 し,世 に 具

体 的には ヨーロ ッパ に一 一紹 介 したの はオー

ス トラ リアの時 の皇帝 フラ ンッ ・ヨゼ フー世

の従弟 アーチ デュー ク ・ルイス ・サルバ ドー

ル大公(1847-1915)で あ り,二 番 目はイギ

リス の作 家,詩 人 ロ バー ト ・グ レ イ ブ ス

(1895-1985)で あ り,三 番 目は戦前 か らこ

ア 　 チ サ ン

の地に住みついたヨーロッパの無名の芸術家

達である。戦後ご多聞に漏れず,芸 術家の後

に金持 と有名人が続 き,そ の後を観光客が追

った。パ リ(モ ンマル トル),コ ー トダズー

ル(サ ントロペ,グ ラス他)等 々で起 った観

光移動の定石の通 りである。

サルバ ドール大公は自ら所有する大型ヨッ

トでマジョルカを訪れ,百 メー トルを越す大

絶壁 と脊陵山脈の緑の山裾の連る北西岸の壮

大な風光に魅せ られ,デ イアに近い崖の上に

宏壮 な城館を建て,村 の娘 と結婚 し,浩 瀚な

マジ ョルカ島地誌多数を著 して当地 をヨーロ

ッパの上流社会に紹介 した。大公は1915年,

第一次大戦勃発 と共に祖国の急に応えて帰国

しオース トラリアで没 し,件 の城館は遺族に

遺贈 され,そ の子孫 に管理 され観光地 となっ

ている。

ロバー ト・グレイブス もこの地を愛 し,

!929年 から85年 に没するまでこの地に住み,
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デイアとマジョルカに関する多くの本,詩 を

書 き,現 在子息がこの地に住んでグレイブス

の作品の手刷本を作成 し,そ の一部はレジデ

ンシアのロビーに展示されている。

既述の通 り,す でに1920年 代からこの寒村

に芸術家が住みつき,戦 後そのことが有名に
ソフイステイケ　テツド

な り,ヨ ーロッパ の洗練 され た金持,或 は

そうでない金持が土地や農家を買って別荘 と

し始め,ち ょっとしたブーム となり,こ の村

でラコスタやグッチを身につけているのは村

人,地 元の素材 のシャツ,ス カー トに縄底の

サ ンダル,麦 藁帽をかぶっていれば外来者 と

いう冗句が流布 された。

この現象は危機であった。

サルバ ドール大公が愛 し,ロ バー ト・グレ

イブスが愛 した大自然の風光 と寒村デイアの

村人達の醸す雰囲気 は観光化によって破壊 さ

れんとした。昔の軽井沢,昔 の逗子,昔 の清

里を知る者が身をもって体験 した荒廃の過程

である。

この荒廃か らデイアを救ったのはデイアの
ロロケ　シヨン

「立 地 」 であ った
。

この場 合 の ロケー シ ョン とい う言葉 に は

厂地図上 の位置」 の他 に もう一 つ の意 味 があ

る。 「地形」 である。

さ き に 詳 述 し た 通 り,デ イ ア の
ロ ケ ヘ シ ヨ ン

地図上の位置は 神に感謝す 金城湯池,
つ づ ら

難攻不落である。九十九折 りのヘアピンカー
ア ベ セ ノセ パ 　 ドレ ノセ ニ ンニ ヨス

ブ"ABC坂"並 び に親知らず子知 らず の
コルニッシユ

崖の道の連続が巨大数の観光客の侵攻を阻止

した。
ロ ケ 　 シ ヨ ン

ニ番 目の地形地勢 もまた,デ イアの過度の

観光化 を阻止 した。

デイアの地形を概説すると,海 に接 して走

るマジョルカ島北西岸の脊梁山脈がこの辺で

海か ら離れて内陸側に彎曲 し,そ の彎曲部の

斜面 に小 さな丘が盛上 り(図7参 照),そ の

丘の周 りに貼 りついた村がデイアである。当

然,村 の周辺の土地はすべて斜面で平地はな

く,そ の急斜面 にはオリーブを主とした各種

の果樹が植えられて村人達の生活の資 となっ
コルニツシユ

ている。崖の道もまた村の手前で海を離れ,
コルニッシユ

丘の山側を巻いて彎曲し,再 び崖の道となる。

丘と山脈の問の彎曲した道がこの村の"メ イ

ンス トリー ト"で あって,そ の巾は辛うじて

2車 線,ア ッと言う間に通 り過ぎる長さで,

商店街を形成するには足 りない。村人達の家

は丘の斜面に,干 潮線の岩 に附着 した貝殻の

ように折 り重なって貼 り着 き,曲 りくねった

坂道を5分 も登ると頂上の教会に達 し,猫 の

額ほどの墓地から海が見える。"海 浜の墓地"

である。

この地形,地 勢は 再び神 に感謝す一一

観光産業の巨大投資 を峻拒する。大ホテルを

建てる土地 も,コ ンドミニアム,宏 壮な別荘

を建てる土地の余裕 も無 く,メ インス トリー

トは"デ イア銀座"化 するには余 りに狭 く短

く充分のパーキングもとれない。
マ　ケツ ト

ヨーロッパの観光 市場 の厚 さ

ヨーロッパの観光産業並 びに観光地の面白

さは,そ れでもちゃんとデイアにミシュラン
スカ　レツ トレタ　

に 厂緋 文 字 」 で記 され る(す なわち,「 大

変 に心地 よ く静謐 な」 と特 記 され る)ホ テル

が二軒,存 在 す るこ とである。そ の一軒 が レ

ジデ ンシアであ り,も う一軒 は村外 れの崖の

斜 面 に建 つモ リ(EsMori)で あ る。 ミ シュ

ラ ンには,デ イアの ホテルは この二軒 しか載

ってい ない。相 当数の ホテル,レ ス トラ ンを

網羅 す る ミシュラ ンにこの二軒 しか載 ってい

ない とい うこ とは,当 地 にホテルは この2軒

しかな く,他 はペ ンシ ョン程度 とい うこ とで

あ る。逆 に,こ の ような不利 な立 地 に立派 な

ホテルが二軒 もある とい うこ とは次 の三っ の

事実 を示唆 す る。

イ)ヨ ー ロッパ には,も しその地 が魅 力的

で あるな ら,不 利 な立地 に も拘 らず"千

里 の道 を遠 しとせ ず"に 訪れ る客 がい る

とい うこと,

ロ)そ の ような"知 る人ぞ知 る"ホ テルの

情報が"知 る人"に ち ゃん と届 いている
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こと(換 言すれば,客 が よく調べている

こと),

ハ)遠 路 と安からざる出費に耐 え得る富裕

な市場が充分 に存在するということ,

の三つである。デイアの ような距離と地形 ・

地勢のハンディを負 う土地のホテルは巨大数

の客 を相手に出来ぬか ら,値 段は当然高 くな

る。その値段を払 える客層が充分 に存在 しな

ければレジデンシアのようなホテルを長期 に

恆 って維持することは出来ない。

レジデンシアは前記の丘の対向斜面,す な

わちメインス トリー トの山側の斜面に17世 紀

に建てられた二軒の豪農の邸 をつなぎ合せ,

内装,設 備を近代的に改装 したホテルである。

内部のデザイン,家 具調度,食 事,従 業員の

サービスの水準 は極めて高いが,道 を隔てた

海側には丘があるか ら海は見 えない。このホ

テルの二つ 目の特徴は,従 って,

② 眺望が無いこと,で ある。

折角マジ ョルカ北西岸の脊梁山脈の海側 に

あるにも拘 らず,デ イア村は壮大な眺望 を持

たない。にも拘 らず,レ ジデンシアの経営者

は第二の問題点を見事 に解決 した。正確 には,

経営者は17世紀 に建てられた豪農の邸のホテ

ルとしての潜在価値 を看破 した。山麓の斜面

写真3レ ジデンシアのプールサイ ドから

背後の山肌 を望む

に段差をつけて建てられた各室の窓か らは,

正面の丘の斜面に折重って建つ農家の鄙びた

姿 を眺めることが出来,そ れはそれで一幅の

風景であるが,ホ テルの経営者はそれに満足

せず,傾 斜地に段差 を作って建つホテルの建

物群の中程にプールを作 り,プ ールサイ ドか

らホテルの背後 に聳える脊梁山脈を仰 ぎ見 ら

れるように した(写 真3)。 プールの山側に

植え られた糸杉の上に,数 百メー トルの花崗

岩の山肌が覆いかぶさるようにそそ り立ち,

陽に輝 き,そ の上のコバル トの空に白雲が湧

き出す。人々は,こ こは本当にマジョルカな

のか,ス イスではないのか,と わが眼を疑 う。

プールサイ ドは常にホテルの滞在客の集 う社

交場である。 レジデンシアのプールサイ ドか

ら仰 ぎ見る脊梁山脈の山肌の壮麗な眺めのイ

ンパク トは圧倒的であり,恐 らく宿泊客の思

い出の中に永 く刻みつけられると思われる。

その眺望は明らかにホテルの経営者によって
「創 られた」 もの と言い得る。観光産業は,

その時,「観光産業 とは天が与えた自然を食
パ ラ サ イ ト

ベ散 らかす寄生虫だ」 という汚名を返上する

(注4)
○

第4節 ホテル エル ミタージュ

(HotelL'Hermitage)

私 が 初 めて この ホテル を訪 れた時,応 待 し

て呉 れた上 品な 中年女性 の コンシェル ジュが

「お さしつか えなければ
,こ のホテ ルを ど

う してお 知 りにな っ たの かお教 え頂 け ない

か」

と私 に尋 ねた。 ミシュラ ンで調べ た,と 答 え

る と,彼 女 は笑顔 で納得 した。 このや りとり

は二 つの ことを意味 する。

①HotelL'Hermltage(エ ル ミター ジュ)

が その名 の通 り"隠 者 の住 みか",hlde-

away(隠 れ場所)で あ るこ と,

② ミシュラ ンの記 載 は信頼 に値す る こと,

(注4)レ ジ デ ン シア は 近 年,英 国 の新 興 航 空 会社

バ ー ジ ン ・ア トラ ンテ ィ ックの傘 下 に入 った 。
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の二つであ る。

エル ミタージュへ の アプローチは劇的 とい

わん よ りは幻想 的であ る(前 掲75ペ ー ジの 図

7参 照)。 パ ル マか ら 自動車 専用道 路 を北へ

十 数 分 足 ら ず 走 り,左 折 し,コ ン セ ル

(Consell)な る 村 に入 る と,十 字路 で もない

小 さな路地 に 「ア ラーロ(Alar6)」 へ の方向

を示 す矢印 を辛 うじて発 見す る。矢 印 に従 っ

て アーモ ン ド畠の 中の石垣 に挾 まれた殆ん ど

1.5車 線 の道 を行 くとア ラー ロに入 り,町 の

突 当 り の 丁 字 路 の 壁 に オ リ エ ン ト

(ORIENT)の 方 角 を矢 印 で 示す小 さな道標

を発見 する。あ らか じめ地 図 を調べ て行 かな

けれ ば,こ の道標 はまず見落 され る。す なわ

ち,ホ テル ・エル ミタージュの所在す るオ リ

エ ン トは観光 地では全 くない。 オリエ ン トの

標 示 に従 ってア ラー ロを出る と道 は再 びアー

モ ン ド畑 の石垣 の間の1.5車 線 の村道 とな り,

よほ ど ミシュラ ンを信頼 している者 で なけれ

ば,こ の村道 の先 にマジ ョルカ島数百の ホテ
スカ　レノトレタ　

ルの中で十指に満たぬ 「緋 文 字 」 付のホ

テルが本当にあるのかと疑心暗鬼に苛 まれる。

道が山麓に近づ き,植 栽がアーモ ンドからオ

リボに変 り始める頃か ら前方に壮大な眺めが

展開する。

マジョルカ島の北西岸を走 る脊梁山脈は2

重になっていて,そ の間の狭い高原がオリエ

ントと呼ばれ,内 側(内 陸側)の 山脈がこの

当 りで突然切れている。道路はその切目へ向

って真直に突 き進む。左右は恐 らく数百メー

トルの高さのある黄褐色の断崖である。その

断崖の切れ目はバ リ島の巨大な 「割れ門」を

思わせ,そ の間に入って行 く旅人は人外境へ

進入するかのような幻想 を抱かせ られる。道

路は巨人の造った割れ門を抜 け,濃 い緑の中

の九十九折 りの道を登 り,程 なく峠を越える

と不意に夢のような田園風景が展ける。左右

の山脈に挾 まれた牧草地に羊が群れ,そ の中

に山羊や豚が交 り,ニ ワ トリが農家の庭で鳴

き,オ リーブ,ア ーモン ド,リ ンゴ等の果樹

ノヤンクリラ

園が続 く。桃源境である。烈 日の下に白砂の

浜が輝 く荒々しい夏のマジ ョルカにこのよう

なの どかな涼風高原が存在することに人は驚

く。これは現実なのか。 ところどころ,こ ん

もりと繁った緑 を背にした石積みの農家が現

れるが,殆 んど人影は見えない。 こんな所に

本当にホテルがあるのか と旅人は再び訝 り始

める。 とある茂林の脇を走 り抜ける寸前,低

い石垣の切れ目にParkingの 表示 を認めて慌

ててブレーキを踏むと鉄の門が現れ,黒 い鉄

板 に切抜かれたL'Hermltageの 門標 を発見 し,

旅人は殆んど歓声 をあげそうになる。

このホテルの建物の起源は17世 紀に遡る。

初めは薬草を集める僧の住 む僧院であり,全

島からの巡礼者を集めた。後にさる貴人の迎
ソ ア 　

賓館 としてブルガリアの皇帝,エ ジプ トのフ

ァルーク王をもてなした。

糸杉の並木に半ば隠された鉄 と石の門を入

ると鬱蒼 とした緑の中に石積み2階 層の建物

の玄関が見え,左 手のテラスにはパ ラソルが

日陰を作 り,そ の下のテーブルで三々五々 と

食事をする客の姿が見える。右手には白い石

積みの塔が聳え,ス ペイン旗,マ ジ ョルカ旗,

……色 とりどりの旗が微風に揺れ,そ の下の
一段高いテラスの椅子ではカジュァル ・シッ

ク姿の男女が食後のコーヒーを楽 しむ姿が見

える。

それは一幅の絵,オ ペラの舞台を見るよう

写真4ホ テル ・エル ミタージュ
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な光景であ り,そ のような光景が 日夜 このホ

テルの庭で繰返 えされる(写 真4)。 明 らか

に場所の選択とデザインの勝利であり,考 え

れば,そ の勝利はこの立地を選定 した先人の

達見に帰せ られ,そ してまた,そ の達見 を見

逃すことのなかったホテル経営者の勝利で も

あった。

石造 りの本屋にはロビーとフロントとダイ

ニングとバーと小さな礼拝堂があ り,聖 壇 に

はローソクの灯が ともっていた。ダイニング

の天井からはオリーブの実か ら油を搾 る巨大
さく て こ

な搾油器の挺子が下 り,そ の下にある御影石

の円型の搾油台の上に朝 はビュッフェの料理

が並べ られる。客室は本屋の裏の横長二階建

ての長屋でスイー トも含めて24室 しかなく,

各室からの眺めは,眼 の前の リンゴ畑 と牧草

地の向うの低い山肌だけである。富士山,初

島,十 和田湖,ベ スビアス,エ トナに類する

何 らの絶景もない。常識的にはエルミタージ

ュ,オ リエン トは全 く観光地にあらざる立地
パ ル マ

である。都市か らも,空 港か らも遠 く,ア プ

ローチは屈 曲する山道,途 中通過する村々に

標示ひとつなく,到 達 した目的地 にはこれ と

いった眺望 も名所旧跡,伽 藍,城 跡 もない。

要するに何 もないのである。

再び ヨーロッパの客層について

ホテル ・レジデンシアについて述べ た所見

を再び繰返せば,ヨ ーロッパに於ける観光地

そして観光産業 の面白さは,こ の よ

うな何 もないホテルへ"千 里の道 を遠 しとせ
マ　ケツ ト

ず"に 杖 を引 く客の相当に厚い 市 場 が存在

することである。私達がに滞在 した折,ス イ
ロ　シ　ズン

ス人 の若い支配 人は,「8月 は端境期 であ り,

9月 か らハ イシーズ ンが始 まる」 と言 って私

を驚 かせ た 。その端境期 の8月 で さえ私達 は

ス イー トを押 え られ なか った。考 えるまで も

な く,6,7,8,9月 の地 中海 は酷暑 であ

り,休 暇の 時期 の選択の 自由 に乏 しい一般大

衆 はこの時期 に"夏 休"を とるが,古 来地 中
しよ

海沿岸部,島 嶼はヨーロッパ富裕階級の避寒

写真5オ リエン トの谷の風光

地で あったのだか ら,中 産階級以上 の客 を対

象 にす るホテルが夏 は端境期,秋 ・冬 ・春が

ハ イシーズ ンであ って もおか しくはない。但

し,サ ルジニ ア島 コスタ ・スメ ラルダ,或 は

マ ジ ョル カ島で も一部 の高級 ホテ ル,レ ス ト

ランに見 られ る如 く,冬 期休 業す る店 もあ る

故,一 概 にはい えない。天 下の大勢 に押 され,

金 持 といえ ども夏 に休暇 を とる傾向 は無視 出

来 ない。

エル ミタージ ュの魅力 につい て

で はL'Hermitageの 魅 力 は何 なのか。
ろ う

逆説 を弄すれば,あ る種の観光地,あ る種

の客にとっては何 も無いことが最上の魅力で

ある(写 真5)。

オリエント高原は山間の農業地帯で,少 数

の富農が今でも大部分の土地を所有 し,果 樹,

畠作,牧 畜 によって相当の収益 をあげ,そ の
てん

収益を附近の数少い農業人口に均霑 させてい

るものと思われる。農地は良 く整備 され,マ

ジョルカでは珍らしいスプリンクラーの撒水

が陽に光 っている。ガッガッと観光で食べて

いる雰囲気ではない。結果としてオリエン ト
こぼ

の風光は人工物,工 業生産施設に毀たれるこ

となく,古 くか らの農地のま・である。その

上,大 衆観光客を吸引する名所旧跡 も,人 の
スペクタクル

眼を奪 うような大景観 もない。心ある滞在客

にとってはこれに勝る魅力はない。
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終章 オリエン トの鈴の音

オリエ ントにはもうひとつの魅力が隠され

ているるオリエン トをめざし,屈 曲する山路

の ドライブの後,峠 を越えてのどかな牧草地

帯 に入 り,し ば し車を停めてあた りの静寂 を

楽 しもうとする旅人は,そ の静寂の中に絶 え

間な く聞こえるある音を耳にする。

ホテル ・エルミタージュに至 り,ロ ビーを

抜けて裏庭の柏の木の下にたたずんで眼の前

に展がるリンゴ畑 とそのす ぐ果ての山肌 を眺

めた客 もまた,忽 ちあたりを包むその音を耳

にする。それはカラカラ,コ ロコロと絶え間

無 く鳴る羊の首の鈴の音である。その音の中

に時々,コ ンコン,ヵ シヵンというより重々

しい音が交る。 白馬,く り毛の馬の首にかけ

られた羊 より大ぶ りな鈴の音である。朝夕,

部屋から見える山裾の道を羊の群,山 羊の群,

よく'肥えた豚の群が列 を作 って通 り過ぎ,動

物達の姿が消えた後 も鈴の音は残 り,夜 半 に

眼覚めた時にも遠 く近 く,か すかに鳴る鈴音

が絶えることは無い。一体現代の地球上にご
シヤングリラ ブリガドウ　ン

の よ うな桃 源境 が,夢 幻 境 が今 も実在 す る

のか,し 得 るのか,と 客 は 自らに問 う。

、これがエ ル ミター ジュの 厂立地」 である。

この よ うな立 地 を見つ け,そ の土地 の 自然
こぼ

を毀つことなく,そ め自然の中に客が静かに

身を沈め得るホテルを作 り,し かも近代的な

アメニティと美酒美食にこと欠かぬサービス

を提供 し,客 の心の底 に忘れ難い思い出を残
たずさわ

すことこそ観光産業,ホ テル業に 携 る人間

の使命であ り生甲斐である。エ'ルミタージュ

の経営者 と従業員は,よ くその使命を果た し

ていると思われる。

附録1.

本 稿 で取 りあげた4つ のホテルの要 目を次

に掲 げ る(原 典。Michelin,ESPANA・POR-

TUGAL,1995)。 次 ペー ジの 附録2の 記号 の

解説 を参照 して検 討 されたい。
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